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●介護人材育成と外国人労働者問題：磯野博 

団塊の世代が後期高齢者を迎える 2025 年に必要

な介護職員、約 253 万人に対して供給見込は約 215

万人と推計されており、充足率は 85.1%であり、37.7

万人不足する。 

静岡県における中国視察団の要望は、①中国にお

いて介護人材を育成する養成校へ講師を派遣して

欲しい。②介護職員養成校に中国からの留学生を受

け入れ、卒業後２～３年の実務経験を経た後に帰国

させ、介護の即戦力になるよう養成して欲しい。 

 中国との介護人材育成協力に向けた交流から求

められているのは、「育成型」、「還流移動型」とい

う外国人労働者の受け入れである。 

 

●白翁会の取り組み：奈良修三 
１ 技能実習生導入の意図 

介護人員不足は当法人だけでなく、全国的な課

題であるが、特に本法人は菊川市という人口４８，

０００人弱の西部地域としては東のはずれにあり、

人口数そのものが少なく介護人材の確保には困窮

している。更に本法人では２０２１年度に向け、老

朽施設を解体し他のユニット型施設に合併させる

ことを計画しており、介護人材を増数させる必要に

迫られている。 

２ 技能実習生は技術移転に伴う他国への貢献事

業か？ 

法人にとっては、「人手」であり、３年、５年で

あっても継続して就労（実習）できる人材を確保し

たい。 

３ 技能実習生導入の経過 

実習生の面接：２０１８年１１月５日～８日 

場所：ベトナム社会主義共和国 ハノイ 

参加：理事長・障害者支援施設長・特別養護老人

ホーム施設長補佐 

同行：東海経営情報共同組合（監理団体） 

１）送り出し機関の概要  

①送り出し機関：Ａ．Ｂ．Ｓベトナム株式会社  

②技能実習生送り出し実績（2018.8）：９６８人 

※介護の送り出しは初めての取り組みである 

２）面接報告 

①面接人数－１０名（女性）１８～３２歳 

②受入決定人数－４名（全員女性）   

４ 施設側の受け入れにあたっての課題 

１）最大は日本語教育、コミュニケーションをど

うつけさせていくかが課題。 

①「やさしい日本語」の冊子の配布。 

②国際交流協会での日本語教室への参加。 

③監理団体派遣通訳の雇用 

２）介護研修 

①技能実習責任者講習へ１施設２名派遣 

②現場での現場職員による指導 

③静岡福祉医療専門学校初任者研修への派遣 

３）生活指導 

①技能実習生活指導員講習への派遣 

②監理団体のサポート 
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◎   第 141 回定例研究会       7 月 18 日（木)        於：静岡県評会議室 

福祉・介護分野での外国人労働力の育成と活用 
―技能実習生を中心としてー 

磯野 博 氏（日本医療総合研究所協力研究員）  

奈良 修三 氏（千寿の園）  


